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研究成果の概要（和文）：　加害感とは「他者に不快感を与えている」と事実に反して悩む症状であり、時に強
い確信を伴う．本研究は，加害感の確信の度合いがどのような心理的特性によって生じるのかを明らかにするこ
とがの目的であった。本研究の結果、思考を統制しなければならないと考えていたり、思考を危険なものと考え
ている人ほど、加害感の確信の度合いが高まることが明らかになった。想定されたschizotypyの特性の関与につ
いては明確でなかった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the psychological traits 
predicting the conviction of offensive cognition. This research shows that the metacognitions of "
uncontrolability and danger" and "need to control thoughts" enhances the conviction of offensive 
cognition.

研究分野： 臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　加害感とは社交不安の一群の症状であるが、他の人から否定的な評価を受ける恐れについての側面に主に注目
が集まる一方、他の人をいやな気持にさせてしまうことへの恐れについては、症例研究が主で実証的研究がほと
んどなかった。本研究は、加害感に関する数少ない実証研究であるとともに、確信の度合いがなぜ高まるのかを
明らかにしようとしている。確信の度合いを低減させる方法の方向性を考える際の一助となると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
加害感とは「他者に不快感を与えている」と事実に反して妄想的に悩む症状であり，日本に特

有の「文化依存症候群」とされることが多かった（e.g., Prince, 1993）．妄想性を呈すると，対
人コミュニケーションの質が低下し，患者の社会的機能が非常に阻害されるため，妄想的な加害
感が生起するメカニズムを解明し，治療法を開発する必要がある．しかし，先行研究は主に文化
的論考に留まり，治療法の確立には至っていない．さらに，その妄想的な特徴から，統合失調症
との異同に不明な点が多く，治療法が混乱しているのが実情である．近年は欧米でも加害感の症
例が報告されるばかりでなく（Clarvit et al., 1996 など) ，最新版国際的診断基準 DSM-5（APA, 
2013）では，社交不安症の診断基準にこの加害感が採録された．よって，今後発展を遂げる研究
領域であるといえる． 

2012-2014 年実施の若手研究（B）は，妄想的な加害感の生起メカニズムについての検討を行
った．大学生 214 名に対して，１）Social Anxiety-Disconfort to Others Scale (SA-DOS; Rector 
et al., 2006)の日本語版（佐々木, 2009）を実施した．全 26 項目について，頻度，苦痛度および
確信度の 3 つの次元から５件法で回答を求めた．次いで，２）不確実な対人場面における他者の
本心についての反すう尺度（津田, 2011；「反すう」「反すうの切り替え」の２つの下位尺度），
３）不快な考えが浮かんだ時の対処方略を尋ねる Thought Control Questionnaire 日本語版（山
田・辻, 2007；「気晴らし」「罰」「再評価」「心配」「社会的コントロール」の５つの下位尺度），
４）観念の認知的コントロール傾向を測定する Metacognitions Questionnaire 日本語版（山田・
辻, 2007；「認知能力への自信のなさ」「心配に対するポジティブな信念」「認知的自己意識」「思
考統制の必要性に関する信念」「思考の統制不能と危機に関するネガティブな信念」の５つの下
位尺度）を実施した． 
その結果，健常な大学生でも加害感は体験されていること，および加害感は苦痛や確信を伴い

やすいことが明らかになった．また，加害観念と反すうの相関係数から，繰り返し考えることが
加害観念の体験を増加させるものの，苦痛や確信を強めていないことが示唆された．よって，反
すうは観念の質よりむしろ観念自体の量を増加させる働きを持っていると考えられた．そして，
加害観念をなんとか抑えなければならないと考えていたり，加害的な思考が統制できない，と捉
えている人ほど確信度が強まっていることが明らかになった．よって確信度が高まる背景には，
加害観念に対する認知的なコントロールに関する態度やその方法が関連していると考えられた． 
 
２．研究の目的 
本研究課題では，加害感の確信度を高める特性的な要因を探索することを目的とした．具体的

には，妄想を呈することの多い統合失調症には病前性格（Schizotypy）が指摘されているため
（Raine, 1991），この要因とメタ認知の特徴によって加害感の確信度が高まることを想定した． 
不安症に関する従来の症状生起メカニズム研究では，症状の頻度（症状の有無）のみを測定す

る場合が多く，症状体験のされ方（e.g., 確信度，苦痛度，心的占有度など）が生じる理由につ
いては迫れないという問題点があったと考えられる．そのため，本研究課題でも引き続き多次元
アセスメント（e.g., Garety & Hemsley, 1987）の手法を採用し，症状の頻度だけでなく，確信
度と苦痛度のアセスメントを行う． 
 
３．研究の方法 
分析対象者は一般サンプル 757 名（男性 368 名，女性 389 名，平均年齢 42.20 歳，年齢

SD=11.99，年齢範囲 18-65）とした．使用した尺度は，下記の通りである． 
１）SA-DOS の日本語版（Rector et al., 2006；佐々木, 2009）を多次元アセスメントの方法

を用いて，頻度・確信度・苦痛度から回答を５件法で求めた． 
２）日本語版 Schizotypal Personality Questionnaire Brief 尺度（SPQ-B; Raine and 

Benishay, 1995；伊藤・大部・太田・高尾・坂本, 2008）を実施した．各項目は「はい」か
「いいえ」の選択肢によって回答する形式で，「認知・知覚」「対人関係」「解体」の３つの下位
尺度がある． 
３）メタ認知傾向の尺度である Metacognitions Questionnaire（MCQ；Wells & 

Cartwright-Hatton, 2004；山田・辻, 2007)を実施した．４件法での回答であり，「認知能力へ
の自信のなさ」「心配に対するポジティブな信念」「認知的自己意識」「思考統制の必要性に関す
る信念」「思考の統制不能と危機に関するネガティブな信念」の下位尺度を持っている． 
４）最後に，非臨床群のパラノイアについて検討した Sellers, Emsley, Wells, and Morrison 

(2018)を参考に，(a) これまでに統合失調症や双極性障害あるいは精神病的な問題（精神病の
あるうつ病など）で，検査や治療のために入院したことはありますか？，(b) これまでに上に
あげたような診断を受けたことがありますか？，(c) これまでに幻聴，パラノイア，独特な考
えのために服薬を勧められたことはありますか？，(d) これまでに早期発見・早期治療のため
のサービスを受けていた時期はありますか？といった４項目に回答を求めた． 
本研究計画は所属部局の研究倫理委員会において承認されている．多くの年齢層をカバーし

たデータが必要となるため，調査会社を利用してサンプルを収集し，回答をもって研究参加の
同意とした．項目を読み飛ばして回答することを避けるため，特定の項目には指定された回答
肢を選択するように設計した．その結果，1000 名（（男性 491 名，女性 509 名，平均年齢
41.56 歳，年齢 SD=11.98，年齢範囲 18-65））のデータを収集した．その後，４）の項目のい



ずれかに該当していたデータおよび一定以上の回答時間がかかったデータ以外を分析対象とし
た． 
 
４．研究成果 
[本調査への準備] 本調査実施に先立ち，Web による回答には一定の反応バイアスが生じる
ことが明らかとなっているため，研究実施に先立ってその対処法について検討した．次いで，
International Congress of Psychology (ICP)が横浜で開催され，「The recent advances in studies on 
Taijin-kyofusho」と題した招待シンポジウムにて話題提供を行った．研究代表者は「A preliminary 
study on the psychological factor that enhances the conviction of offensive cognition in Taijin-kyofusho」
と題して，上述の若手研究（B）での成果を報告した．本研究でも用いている多次元アセスメン
トを用いた研究について一定の理解を得ることができた．また，加害感をもつ対人恐怖症に関す
る研究の動向をまとめ，「生産と技術」誌にて公開した． 
 
[本調査] 上述のサンプルにおいて分析を行った．重篤な精神障害の経験がないとみなされる者
であっても，加害感を体験していることが明らかになった． 

Schizotypy 傾向とメタ認知傾向を独立変数，加害感の確信度を従属変数とする二要因分散分析
を行った．Schizotypy 傾向との間の交互作用を想定していたが，いずれの場合においても交互作
用は有意ではなかった． 
 次いで，加害感の頻度を従属変数，SPQ-B と MCQ の下位尺度を独立変数とした重回帰分析を
行った結果，「思考統制の必要性に関する信念」のみが有意な正の関連を示した．また，同じ独
立変数のもと，加害感の苦痛度を従属変数とした重回帰分析を行ったが，「思考の統制不能と危
機に関するネガティブな信念」のみが有意な正の関連を示した．同様に，加害感の確信度を従属
変数とした重回帰分析を行った結果，「思考統制の必要性に関する信念」「思考の統制不能と危機
に関するネガティブな信念」が有意な正の関連を示した． 
確信度を高める２つのメタ認知傾向が本研究で明らかになったが，2012-2014 年実施の若手

研究（B）と符合する結果であった．ただし，いずれの関連においても，標準偏回帰係数が 0.2-
0.3 にとどまるものであったため，今後も検討の必要がある． 
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